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―After all survival in the best policy for the Swiss, isn't it?―
上　野　　　喬
（チャーチル）首相から（イーデン）外相へ
1944年12月３日
　「あらゆる中立国の中でスイスは区別に価する最大の権利をもっている。スイスは恐ろしく断ち
切られた国々と我々とを結ぶ唯一の国際的勢力であった。我々が望む通商上の利益を与えてくれた
か、ドイツに多くを与えすぎたかということが問題になるだろうか。自国が生きていくためである。
スイスは山に囲まれ自己防衛によって自由に味方し、思想に関しては人種に拘らずおもに我々の側
にある民主国家であった」。Ｗ.チャーチル著毎日新聞社翻訳委員会『第二次大戦回顧録』第22巻、
東京　1955．291．
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総計　Ａ．63＋（55）　Ｂ．10406．
Ｂ．省略語説明
AJJDC  American Jewish Joint Distribution Committee　アメリカユダヤ人統一送金委員会
BF  Banque Fédérale (Eidgenössische Bank)　連邦銀行
BHB  Basler Handelsbank　バーゼル商業銀行
CS  Crédit Suisse　クレディスイス銀行
GAF  General Anilin & Film Corporation　ジェネラルアニリンフィルム会社
IKRK  Internationales Komitee vom Roten Kreuz　赤十字国際委員会
KBZH  Zürcher Kantonalbank　チューリッヒ州立銀行
RB  Reichs Bank　ドイツ帝国（中央）銀行
SBC  Schweizerische Bank Corporation　スイス銀行会社
SBKA  Schweizerische Bondenkredit-Anstalt　スイス土地信用銀行
SBV  Schweizerischer Babkverein (SBS)　スイス銀行連合会社
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SKA  Schweizerische Kreditanstalt (CS)　スイス信用銀行
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SNB  Schweizerische Nationalbank　スイス国立（中央）銀行
SRK  Schweizerisches Roten Kreuz　スイス赤十字社
SS  Schutzstaffel　親衛隊
SVB  Schweizerische Volkabank (BPS)　スイス国民銀行
SVSt  Schweizerische Verrechnungsstelle　スイス手形交換所
SZF  Schweizerische Zentralstelle für Flüchtlingshilfe　スイス難民救助センター
UBS  Union de Banques Suisses (SBG)　スイス連合銀行
UEK  Unabhängige Expertenkommisson Schweiz-Zweiter Weltkrieg　独立専門家委員会―第二次世界
大戦
VSJF  Verband Schweizerischer Jüdischer Flüchtlingshilfen　スイスユダヤ人難民救助同盟
WJC  World Jewish Congress　世界ユダヤ人会議
Ｃ．序文
　1996年12月13日スイス連邦議会は「国家社会主義支配のため、スイス国内に預けられた資産の運
命についての歴史的法的調査に関する連邦議会決議案」を満場一致で承認し、1945年来約50年にわ
たり懸案だった、ナチスドイツ支配下で迫害殺害された人々の当国内預託資産につき公式に実態調
査を開始することを決定する。それは以下のような内容である。
　第１条　調査対象
１、スイス国所在の銀行、弁護士、公証人、信託会社、資産管理会社又は他の自然或いは法人或い
は人的会社により、取得され、保管、投資或いは第三者に引渡すべく委託された又はスイス国立
銀行ＳＮＢにより受領された全ての種類の資産の範囲と運命とを調査する。当調査は、ａ、ナチ
ス支配の犠牲者となり、当支配の結果信頼すべき通信が途絶え、その財産につき爾後有資格者に
より請求がなされない個人所属の、ｂ、ナチスドイツ帝国支配地域で人種法又は他の差別措置に
より当人の合法的所有権が剥奪された、ｃ、ナチスドイツ労働党党員、ナチスドイツ帝国、その
他の諸機関又は諸代表同じくこれに親しい自然又は法人から発し当資産により行なわれた全金融
取引きに含まれる、資産に適用される。
２、当調査は同じく、スイスにおいて1945年来第１条第１項の資産を対象とした国家的措置にも拡
大される。
３、連邦参事会（内閣）は専門家委員会の提案又は調査対象の求める新知識又は作業を他の調査委
員会に託すことができる。
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　このように法文冒頭で調査対象を確定し、第２条ではこのため各分野の専門家よりなる「独立専
門家委員会」ＵＥＫ／ＣＩＥが連邦参事会により任命され、第３条では調査担当者の当該活動につ
いての守秘義務、第４条では調査記録保管義務、第５条は調査対象機関、個人は超法規的に、調査
担当者に全資料閲覧の便宜を与えること、第６条は当参事会が全調査内容処分権を保有し、第７条
は調査結果公開と人物資料の匿名性尊重、そして第10条では調査費支出を認めたのである(1)。
　この法律により「独立専門家委員会」が成立し、スイス歴史学界の重鎮であるチューリッヒ工科
大学名誉教授Ｊ-Ｆベルジールを委員長として７人の委員が任命され、通称ベルジール委員会が発
足、調査研究が開始された。
　ドイツ第三帝国の少数民族絶滅政策により強奪された莫大な金、宝石、有価証券類に関しては第
二次世界大戦中からその不法性が批判されていたが、終戦直後から旧所有者への返還、補償問題が
国際化する。スイスを中心とする中立国（スウェーデン、スペイン、ポルトガル）への返還運動は
凡そ次の三期、（１）1945－52年の終戦処理期、（２）1960－80年代と（３）冷戦終了により、関係
者の心が再び過去の痛恨事を想起しうるようになった1995年後に区分される。1995年からはアメリ
カ合衆国の世界ユダヤ人会議ＷＪＣを中心とする各種ユダヤ人団体そしてイスラエル共和国も加
わって展開されたのは、スイスの各種金融機関に対する関係保存資料再調査の要求であった。しか
し当国金融機関の驚くべき封鎖性、関係資料破棄という不法行為の暴露等の醜聞によりアメリカ合
衆国の関係者の態度は硬化し、当国所在のスイス金融機関との取引き停止という国民的ボイコット
運動に連らなる気運が高まった。結局スイス国立銀行は保有の金を売却して「連帯基金」を創設、
他金融機関による「ホロコースト基金」の設置、連邦政府も亦各種ユダヤ人団体とその弁護士団と
の間で12億5000万ドルの賠償金を支払うことで合意する。差別、追放、虐殺されたユダヤ人遺族を
中心とした諸団体は次第に意志を統一しながら、それ迄は難攻不落の観を示していたスイス銀行か
ら譲歩を引出し約50年の空白の後に、しかるべき成果を失なわれた先人の魂をそして金を手にした(2)。
　スイスは中立国である。これは1815年のウィーン会議において認められた。更に1907年に戦時国
際法の一つとして「陸戦ノ場合ニ於ケル中立国及中立人ノ権利義務ニ関スル条約」がハーグにおい
て署名された（日本の当条約批准は1911年）。当条約は行論内容に関わるので関連条項を次に略記
する。
　まず中立国は交戦国の軍人が個々に当国内を通過することを認め（第６条）、兵器弾薬所謂軍需
品の国内通過を認めた（第７条）。但しこれらの許可は交戦国双方に公平に認められることが求め
られた（第９条）。勿論中立国国民は中立人と規定されるが（第16条）、交戦国双方に対する公平行
為が求められた（第17条）。また中立人が交戦国の一方に物資供給、起債を中立国内から行うこと
経営論集　第58号（2003年３月)186
は認められた（第18条）。鉄道材料と規定された鉄道手段使用について、中立国所属の鉄道手段の
交戦国内への到達は認められた（第19条）(3)。
　これらの条文は第一、二次世界大戦はるか以前の国際法のものであることに注意すべきだろう。
二度の世界大戦は巨大戦艦、飛行機、戦車、対空高射砲そして原子爆弾の開発実用、更には正規不
正規軍人は勿論民間人をも巻込む規模に拡大し、20世紀初頭の中立法と現実との乖離が著るしく
なったのである。
　中立国スイスの歴史についてもこれまでも多くの著作が発表された。中でも1962年当国連邦参事
会の依頼によりバーゼル大学教授Ｅ．ボンジュールの執筆した『スイス中立史』全９巻は群書に抜
んでている。彼は誓約者同盟成立、連邦共和国への統合そして世界大戦終了迄の約400年間の当国
政治法制外交史を描き切った。この大著のため連邦文書館は開かれ、多くの協力者にも助けられた
が、執筆者は彼一人であり、個人の著作としての意義と特徴があった(4)。
　「独立専門家委員会―第二次世界大戦」叢書は、その設置こそ議会立法に基づく所謂欽定機関で
あれ、表工からも明らかな様に、個別執筆者63人、さらに50人を越す調査員の協力による当委員会
執筆の二著書を含む、全25巻10406ページの莫大な著作である。勿論「独立」を標榜する限り彼ら
の専門性は発揮された。こうして2002年前半に全巻が完結出版された当叢書は、1930－40年代スイ
スの政治、経済、社会史の著作の中でも、かつ二世紀にわたる著作としても圧巻である。このため
莫大な当叢書を整理要約することはたやすくない。しかしながら各巻には本文使用言語順に要約
Zusammenfassung（独）Reśumé（仏）Riàssunto（伊）と Summary（英）が添付され、夫々の読者の
便宜を計っている。更に2002年には当委員会の発足、調査結果刊行、各著作要約を編集した『スイ
ス、国家社会主義と第二次世界大戦―最終報告書―』がペンド社から出版された(5)。
　本論では問題の時期の枢軸国（殊にドイツ）側とスイスとの政策交渉史を次の三つ、Ⅰ）戦時経
済 Kriegswirtschaft　Ⅱ）略奪 Raub とⅢ）絶滅 Vernichtung に分類し、当叢書の全貌を紹介すること
に努めるが、更にＣ．クロディウス（1943年）の指摘した当国がドイツに供した４大便宜　１）通
過　２）武器輸出　３）電力供給と４）通貨市場をも上述の三政策に組合わせながら、当中立国、
枢軸国そして連合国側三者の動向を瞥見しよう(6)。
　Ⅰ．戦時経済政策
　戦争経済下のドイツは各国と清算協定 Clearingabkommen を締結する。当協定はスイス外国貿易
でも重要である。銀行間決済に使われていた当制度は、1930年代の恐慌に苦しむ中・東ヨーロッパ
において国家間貿易決済方法として用いられる(7)。1931年スイスは世界初の二国間清算協定をオー
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ストリアと締結、1934年にドイツ、1935年イタリア、そして1945年迄に英、ソ連を除くヨーロッパ
の19ヶ国と当協定を結ぶ。対ドイツ清算協定は商業取引が対象で、資本、保険料決済は含まれない。
1941―45年に当制度によりドイツはスイスに42億3051万、当制度外方式で８億3734万フランを支払
う(8)。当協定は時とともに清算信用即ち国家貸付（無利子）に進展する。枢軸国側はこれによりス
イスから軍需品を入手する。1940―46年間に当国はドイツに11億2100万、イタリアにも1945年迄に
３億7840万フラン相当品を供与した(9)。1940年９月当国はドイツ主導のヨーロッパ大陸多角決済
「ヨーロッパ中央清算制度」に参加する。永世中立国スイスは事実上中立から一歩踏出したのであ
る。このため連合国側からの非難は強まるとも弱まらない。全体として当制度により当国には金が
流入し、輸出向工業振興、就労機会拡大の効果があったが、他方景気過熱、中立性違反も懸念され
た。当国は1940年には文字通り四面楚歌となり、当制度は包囲国側への「税金」とみなされた。し
かもドイツは他中立国とも当協定を締結する。1940年にスペイン１億8300万ポルトガル3100万ス
ウェーデン3000万そしてトルコ600万フランの契約である(10)。
　国内市場狭隘、原材料欠如のためスイスは必然的に外国市場に進出し、原材料輸入加工品輸出の
加工貿易体制（トラフィーケン）をとらざるをえない。この特徴は世界大戦中でも変らない。当大
戦前・中から繊維、染料に代り医薬品、精密工業製品が多く輸出される。1930年代スイスからドイ
ツ、イタリアへの輸出は輸出全体の38％、後者から当国への輸入は全体の20％であるが、1941―42
年には清算協定により夫々40、50％に増大した。スイスからフランスへの輸出は10.8（1939年）
2.1（1944年）11.2（1945年）％であり、逆にフランスからの輸入は、同じく14.6、3.7（1941年）
そして10.6％である。当該期スイスの貿易上位三国はドイツ、英国そしてフランスである(11)。
　ヨーロッパ大陸中央に位するスイスは建国来自他共に認める通過国である。1930―40年代当国鉄
道輸送では、スイス国有鉄道とベルン・リチェベルク・シンプロン鉄道（私有）が主役である。当
時期に東ヨーロッパの強制収容所行人間輸送が話題となったが、専門家の調査でその事実は確認さ
れなかった。またムッソリーニ政権崩壊前にイタリア人労働者約18万人が当国経由で北上した。ド
イツからイタリア行石炭も、海上封鎖のため、世界大戦中に約40％が当国を通過する。1943年後半
からはドイツ軍による北イタリア工業都市からの略奪機器類が大量に北上した(12)。しかしアフリ
カ戦線増強のためドイツが行なう軍事的輸送は、中立法に抵触し、連合国側を念頭に、スイス輸送
当局は次第に割当制、国境駅での臨検強化を行なわざるをえない。当国通過輸送量の増加は前述２
鉄道会社の経営業績改善に連らなる。このような国内鉄道の正常な運行こそ当国存続の脈拍でも
あった(13)。
　電力こそスイスがドイツに輸出した純粋国産品である。後者はヨーロッパ有数の電力国だったが、
自国火水力発電のみでは戦時経済の電力需要を満たせない。そして一方のスイスには豊富な水力発
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電があった。こうして前者と後者は相互に水と石炭の電力を売買する。1942年に前者の後者からの
石炭輸入は総輸入量の91.6％である。ライン河畔には７発電所が操業し、発電量は２億3500万ＫＷ
（1932年）から10億ＫＷ（1940年）に増加し、ドイツ向売電の33―44％を占めた。当電力は主とし
て南ドイツやライン河域で操業するスイス企業の子会社工場に送られた。当国の売電収入は１億
210万（1934―39年）から１億5830万（1939―45年）フランに上昇する。当大戦期を通じたこの白
エネルギーと黒エネルギーの交換は、連合国側カーリー使節団との交渉開始前夜の1945年２月28日
迄続けられた(14)。
　第三帝国でスイス企業はどのように営業していたか。ＵＥＫはブラウンボヴェリ（発電、エンジ
ニアリング）ロンザ（化成品）アルミニュウム工業株式会社（軽金属）ネスレ（食品）と国境都市
バーゼル（ライン右岸は独領ヴァイル・アムライン、グレンザハ、左岸は仏領サンルイ）の化学医
薬品企業ガイギー、チバ、ロシュそしてサンドの事例研究を発表する。これら企業のスイス本社は
ドイツ内子会社から再軍備と人種差別政策の展開拡大について十分な情報を入手していた(15)。世
界大戦勃発とともにドイツ各子会社の売上高は急増した。しかし本社への配当金、手数料移転は次
第に困難となり、当該資金は子会社内で再投資され、これが終戦後スイス企業のドイツ市場再進出
を有利かつ容易にしたのである。
　1933来ナチスが強行するアーリア化―反ユダヤ、少数民族差別―政策にスイス企業も追随する。
即ち当子会社の非アーリア系ドイツ人幹部は追放され、ナチス党員、支持者がその後を襲った。中
でも世人の耳目を驚かしたのは、1933年にサンドのドイツ支社（ニュルンベルグ）の監査役会会長
Ｒ．ウィルシュテッター（ガスマスク開発による鉄十字勲章、葉緑素研究による1915年のノーベル
化学賞受賞者）が更迭された事件である。サンドはこのユダヤ人を見殺しできずスイスに呼び入れ
た。寧ろ当事件は幸運な例外だった(16)。アーリア化政策の徹底と戦時捕虜出現を機に、バーゼル
の化学企業は彼らを就労させる。1933―45年のガイギーグレンザハ工場にはオランダ、フランス人
33人、同所ロシュ工場でも1940―45年に戦時捕虜61、ロシア人を含む約150人の外国人労働者が劣
悪な労働環境下で働かされた(17)。
　1920年代後スイスは軍需品輸出にも傾倒する。1920―30年の当該品輸出額は中国（南京政府）
639万2000、ドイツ111万7000、ベルギー109万7000そして日本7万フラン、1939―45年にはフランス
801万9000、ドイツ１億7708万1000、イタリア1137万6000、英国653万7000そして日本88万4000フラ
ンである(18)。1939―44年枢軸国（独、伊、日、ルーマニア）へのそれは６億2825万5000フラン
（全軍需品輸出額の99.2％）、1940―45年のそれは７億5285万フラン（スイス全輸出品額の8.8％）
である。この数値に弾丸用フューズ、軍用光学機器を加えれば10億1781万7000フラン（同じく
14.3％）に達する。当該品輸出先として英国や他中立国も約16％の割合を占める。しかも後者は当
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該品を再輸している。ドイツは当該品輸出国としても最高位にあった(19)。
　スイスの武器は組立集合式により生産された。各部品製造企業を統括したのはエリコンビューレ
（エリコン）、イスパノスィザ（ジュネーヴ）ゾロトウン武器会社（ゾロトウン）と国有企業の連
邦軍需製作所（ベルン）である。ここでの前３社は専ら輸出指向である。またドイツ軍需品市場へ
の進出は、利得は莫大だとはいい難かしい。接近参入には仲介料、賄賂が使われる。しかもドイツ
は武器よりも次第に当国製の工作機械、時計部品転用の歯車を要望していった(20)。
　世界大戦で大きく開発成長されたのは飛行機、対空高射砲、ミサイルである。スイスはエリコン
を中心として20ミリ対空高射砲開発で実績をあげる。ドイツの当高射砲保有数は6983（1939年）台
から４万8663（1944年）台に増加する。1939―45年にドイツはこれを13万8000台を生産した。エリ
コンは1940―44年にこれを6006台、弾倉３万9497、入替筒１万1350を供給し、イスパノスィザも北
ドイツ機械製作会社に数千の高射砲と部品を供与した(21)。
　スイスとドイツの軍需工業企業家の接触は1933年来続けられるが、前者については1938年迄軍需
物資輸出入について国家的規制はなかった。戦局の拡大とともに前者は交戦国双方に当該品を輸出
する。この状況下で国家間交渉を仲介する人物が出現する。エリコンとドイツ軍需品当局間に介在
したのがＲ．リュシェバイアであり、スイス当局が連合国側の軍需品発註による中立法違反を懸念
した折に、彼はベルリンと接触しドイツ当局からの受註により双方の均衡を試みる。更にフランス
敗北後、英仏の２億フランのエリコン製品需要が消滅した時期に、彼はドイツ当局から資材・製
作・納入の便宜を取得する。終戦後両者取引きを調査した合衆国人Ｇ・Ｈ・ハルは「彼らは、言っ
ている程戦中期の営業で雪の様に潔白なわけではない。彼らは枢軸国側への奉仕は強制的と陳述す
るが、Ｒ．リュシェバイア尋問の文書による限り・・・ドイツ人への売込みのためベルリンのリュ
シェヴェーの影響力を使った・・・。利潤動機こそエリコンが枢軸国側と取引きをした唯一の強制
を示している」。凡そ公私有区別が極めて困難である武器製造企業を主とする当工業程、中立保持
について微妙な立場におかれた工業は当時存在しなかっただろう。結局当国国有製造企業の軍需品
輸出は７件の中立法違反を数えたのである(22)。
　1930年―40年代スイスとドイツの経済交渉の最大の事項は金融特に金取引きであり、当該事項に
ついてのいくつかの著作の日本語訳も出版されている(23)。ＵＥＫ第16巻は1998年出版の『第二次
世界大戦におけるスイスと金取引き』の増補改訂版である。
　古今東西を問わず金は究極的貯蔵・支払い手段である。ドイツ帝国銀行ＲＢの世界大戦中外国向
金搬出（13億2040万ライヒスマルク）の77％はスイス経由（ＳＮＢ９億6140万他銀行5800万ライヒ
スマルク）である(24)。当搬出金にはナチスにより略奪された「汚れた金」も含まれる。また金こ
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そ可溶性に豊み、たやすく出自を消せるため最高最良の加工貿易商品の一つである。しかも当国は
隣国からの金を扱ったのみでなく英、合衆国からの約29億フラン「合法的金」を売買した。そして
合衆国こそ戦中期スイス金最大の保有国であった(25)。
　ポルトガルのエスクード貨とともに、ヨーロッパ大陸の数少ない自由通貨となったスイスフラン
にドイツは注目する。鉄鋼硬化用タングステンはポルトガルが主産地だったが、ドイツ当局はこの
戦略物資獲得のためスイス土地信用銀行ＳＢＫＡその他を通じて、エクスード、スイスフラン、そ
して金の交換を行なった。ＳＢＫＡは1942―44年ドイツ用の当該物資３％を供給した(26)。
　戦局が連合国側有利になるや彼らのスイスの金取引きへの態度は厳しくなる。1945年２月のカー
リー使節団は爾後ＳＮＢとＲＢ間金取引き中止を強要する。彼らは略奪金についての情報を整え、
後者が前者に売却した金の８億フラン相当は「汚れた金」と断定し、しかるべき返還を求める。
1946年５月当国はあくまでもヨーロッパ再建用を強調しながら、ついには勝利国側に金２億5000万
フランを提供したのである(27)。
　スイス有価証券業でもドイツは重要な市場だった。1931年からの当業界不振の中で、ドイツ有価
証券市場価格は1940年迄に約20％下落した。ナチスは当証券取引きを統制したが、スイス銀行は彼
らのためにドイツ国外所在の利札付証券、株式を買い戻す、これは当業界活性化に連らなるととも
に、売買差額のため金融当局に莫大な利益をもたらす(28)。ドイツの占領地域でもスイス有価証券
業者は支配者の便宜を計る。これにより前者も利益を得たが、更に当地域からの脱出を計る人々に
も外貨を提供する。当業者は略奪有価証券を買付け、代りに、人気のあったスイタ或いはロイヤ
ル・ダッチ・シェル（英蘭石油企業）株を売手に手渡す。世界大戦中のヨーロッパ有価証券売買は
こうしてスイスに集中する。当国に略奪証券売買規制は存在せず漸く1940年に当証券の証券市場内
取引きのみが規制されたからである。1943年から当市場では漸く宣誓供述書添付が必要となった(29)。
　更に終戦直前連合国側はナチス略奪資産返還について中立諸国の協力を求める。カーリー使節団
の要求によりスイスは1945年12月10日有価証券、文化財返還法を発布した。当法に対し銀行は大き
く反撥し、1946年２月22日の補足令では外国で失われた有価証券の調査、返還のみに内容が緩和さ
れる（当令は10年有効）。当令時効直前785人の返還請求人（760人はオランダ人請求額130万フラ
ン）が出現する。当請求訴訟も1951年に当国内銀行20万フラン支払いの和解により決着した(30)。
　ナチスへの協力はスイス生命保険会社でもみられた(31)。当業も初めから外国市場指向であり、
1930年代末に保険料収入の60％以上はドイツからである。彼らも亦アーリア化政策に協力せざるを
えない。ユダヤ人店舗打壊しの「帝国クリスタルの夜（1938年４月９／10日）」以降の損害賠償処
理でも彼らは支配者側だった(32)。1934年ナチスは外国為替規制法により、外国通貨による配当金
支払い規制、そして1938年８月の変更法は、当該金のドイツ通貨による支払いを強制したが、保険
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業者は追随以外の途はなかった。1941年帝国市民法によるユダヤ系ドイツ人の市民権停止、資産没
収にもスイス人業者は保有証券等の提供により、当局の心象をよくしようとした(33)。
　20世紀初頭から様々な分野を含むスイス銀行業は、更に様々な仕方で外国市場に結合していた。
しかし若干の銀行は経営活動に失敗し、存続銀行間の吸収合併により1930年代後半にはクレディス
イスＣＳ、スイス銀行連合会社ＳＢＳ、スイス連合銀行ＵＢＳ、バーゼル商業銀行ＢＨＢ、連邦銀
行ＢＦ、ロイ銀行 Leu とスイス国民銀行ＢＳＰがドイツそしてフランス金融市場で活躍していた。
変動常なき国際政治、金融においていかにしてこれらスイス銀行の独立性を維持するかが当国内で
論議される。即ち1932年には脱税容疑のためバーゼル商業銀行パリ支店にフランス官憲の手が入る。
是非は別として、銀行業務の守秘が問題とされ、1934年11月には爾後スイス銀行の代名詞ともなる
銀行業務内容非公開の銀行法そして1935年には経済スパイ法により守秘義務は充全となる筈であっ
た。しかし1942年スイス信用銀行ＳＫＡ行員Ａ．デルフリンガーはスパイ行為容疑で逮捕された。
彼は1941―42年に当行のドイツ人顧客75人名義（総預金額80万フラン）をゲシュタポに密告し報酬
を得ていた。彼は結局終身刑を宣告されたが、ころした不祥事を契機として共同口座、番号口座が
外国人により用いられるのである(34)。後代に批判の対象となったこれらスイス銀行の特徴は結局
外国市場重視の一方法であった。
　上述のスイス大手銀行７社は1940年末12億5540万フランの貸付残高を示すが、合衆国６億4070万
（51％）そしてドイツは１億8550万（14.8％）フラン、1943年末には同じく対ドイツ貸付は8730万
フランに達した(35)。交戦国双方と当国が金融取引きを継続していたことは明らかである。例えば
隣国フランスについても当国のＣＳそしてジュネーヴ所在の個人銀行 Privatbank は、相手国の目ま
ぐるしい政局変化に対応しながら接触を続けた。こうした金融関係の継続についても殊にピクテ個
人銀行の頭取Ａ．ピクテの当国内外の工作が輝いてくる。純粋のスイス人そして中立人である彼の
活躍こそフランススイスという二大金融国を結びつけたのである(36)。
　1925年ドイツに出現した巨大化学企業ＩＧファルベンは、バーゼルのグロイテルト銀行と工作し
て1928年に前者の海外子会社財務を管理する持株会社ＩＧヘミー社を当市に設置する（資本金２億
9000万フラン）。合衆国所在のゼネラルアニリンフィルム社ＧＡＦは当社管轄である。戦局展開の
中でＩＧファルベンは当社から手を引いた形式をとったが（1940年）、ＧＡＦ社は合衆国当局によ
り敵性資産として没収される。1945年当社はスイス企業インターハンデル社を名乗り、ＧＡＦ社権
利返還の運動を始める。中立国スイスを中心にかつての交戦国双方の利害が関わった返還請求係争
は「迷路的題材」(37)そのものだった。当社は最終的に銀行ＳＢＣの傘下に入り、1961年合衆国当
局と当国の間で当社資産の折半処分で決着した。しかし1945年にＩＧヘミー改組の実態を調査した
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監査官Ａ．リースは1940年以降当社とＩＧファルベン関係の継続については判断を保留する。法的
に解決不可能となった私企業、複数国家に関わる係争解決は窮極的に政治経済的解決となった(38)。
　スイス企業子会社が世界大戦前からドイツに進出していたように、ドイツ人も亦スイスに数百社
と想定される、各種の偽装会社を置く。主としてそれの業務は安全国とみなされた当国に資産を移
すことであり、戦中期の転入資産額は７億6260万フラン（全転入資産額の73％）である(39)。
　1944年末勝利を予期した連合国側は、ナチスドイツ要人所有の資産移転と彼らの外国逃亡阻止の
ため、所謂「安全港」作戦を実施する。前者のスイスに対する圧力により、当国を中心としてナチ
ス親衛隊ＳＳそして要人の資産移転に便宜を計っていた銀行家Ａ．クルツマイヤー、更には同様の
便宜を計って「最低の蛇」と断定されたＦ．カージン博士の行為が明らかになる(40)。またＡ．ア
イヒマン、Ｊ．メンゲレそしてＥ．ミューラーはナチスの重要人物として追跡されていたが、彼ら
は1949―50年にイタリアのジェノヴァから南米に向っている。彼らは赤十字国際委員会ＩＫＲＫ捺
印付の旅券により、スイスをそしてヨーロッパを脱出することに成功している。当国内に所謂親ナ
チス団体が存在し彼らの手引きにより逃亡したのであった(41)。
　1946年のワシントン協定によりスイス所在のドイツ人資産は早急に清算、引渡すことが諒解され
たが、実際にはスイス側の強硬態度が続けられ、漸くそれの引渡しドイツ人への返還が行なわれた
のは1950年代である(42)。
　Ⅱ．略奪政策
　Ⅰ）で明らかにされたようにナチス政権そのものが既存のドイツ市民の全体的利益の略奪の上に
成立していた。そして略奪こそ戦時経済と絶滅政策を結合しているのである。
　スイスはドイツから到来するヒト、モノそしてカネを扱う市場となっていく。ＵＥＫ第１巻は文
化財（絵画、彫刻等の芸術品）の国家間移転につき調査した。文化財は次の３種、１）第三帝国で
略奪され販売のため当国に持込まれた略奪財 Raubgut２）ナチス当局の略奪回避のため合法的所有
者により当国に移された逃亡財 Fluchtgut３）ナチス的審美観により不適とされ搬入された堕落文
化財 Entartete Kunst に区分される。この３）は１）或いは２）として当国に入る(43)。当文化財取引
きについてドイツから所謂芸術品扱い専門業者が入国し、当国内の同業者とともに文化財市場を活
性化させた。こうしてドイツから到来した文化財は、美術、博物館そして個人収集家の手に入る。
またスイス文化財市場からは搬入に比べて額は少ないが、後者への搬出も記録されている。当市場
には様々な業者が活躍したが、例えば移住したユダヤ人業者Ｆ．ナタンは当国公共施設への文化財
納入に努めたのみでなく、迫害された同胞の脱出便宜をも計った。大手業者「フィデス信託会」
Fides の大株主はスイス信用銀行ＳＫＡであり、ルツェルンのフィッシャー画廊も当該品の輸出入
で要注意業者として監視された(44)。
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　終戦後連合国側返還基準を参照して連邦参事会は1945年末に、問題の文化財の善意購入者には賠
償金を支払う法令を作成した。当法により、二例外を除き略奪財は全て旧所有者の手に戻る。当賠
償金は後にドイツ連邦共和国により充当されたのである(45)。
　1931年８月緊急外国為替規制、1933年６月ドイツ経済違反取締り、1936年11月第７回外国為替規
制補足、1938年３月旧オーストリア住民在外証券供出、同４月ユダヤ人資産申告次いで供出、これ
らは世界大戦ドイツが制定した資金流出禁止―略奪―の一連の法律である。前述した様にナチス政
権にとり戦時経済とは略奪経済の謂なのであり、これは第三帝国内の人種を問わず全住民に適用さ
れたのである。
　ヨーロッパ大陸内国家の国民は、自国にない便宜（安いタバコ、食肉、医療、高い金利）を国境
沿いに発見すれば、必然的にそこに往来し、歯科街道、金融センターが出現する。スイスとオース
トリア国境沿いにスイス銀行の支店が営業できたのも多くのオーストリア人を顧客としたからであ
る。そして1938年３月12日ドイツがオーストリアを併合するや当地域の金融事情の激変が予想され
た。同３月15日国境沿銀行やザンクトガレン地元銀行を中心として抵当権付債権を中心とした1738
万4000フランの貸付残高と1566万フランの借入残高が記録されていた。事態が進めば預金者による
大量取付が予想された。ＳＮＢは関係支店に可能な限りの支払引延ばしを勧告するとともに、ＲＢ
とは相殺手続で合意する。即ち国境沿銀行等は、在ドイツ、オーストリア封鎖抵当権付債権と当預
金者がドイツ当局に在スイスと申告済の資産とを相殺する。こうして金融機関により在スイス預金
口座は事実上消滅したとみなされたのである(46)。
　これらの措置によっても終戦迄に、72のスイス銀行への外国銀行預金額は２億8450万フラン
（1938年）から３億5690万フラン（1945年）に、個人顧客のそれは、同じく、８億8760万フランか
ら９億6010万フランに増加した。終戦後これら預金の大半は処理されたが、関係銀行に連絡しえな
い所謂音信不通資金 Nachrichtenlose Vermögen は爾後50年間にわたる返還交渉の懸案となった。ナ
チス犠牲者資産額は調査の進行とともに1947年の口座数未定48万2000フランから1997年の5570口座
7238万6000フランに増化している(47)。
　1930年ユダヤ系ロシア人商人カイムＤは、チューリッヒのＳＢＧに39万、ＳＶＢに59万5000フラ
ンの預金、チューリッヒ州立銀行ＫＢＺＨの貸金庫に25万フランの有価証券を納めた。当３行は
1945年に本人不明として当該資産額をスイス手形交換所ＳＶＳｔに報告する。しかし当所はこれら
を当３行に戻し、彼らはその後報告を行なうことなくこれを保持していた。当人は1948年モスクワ
で死亡し、遺産相続人として甥のツァールマンＤとアフヴァＤが指定され、遺産の２/３と１/３と
が与えられた。1945年に総額123万5000フランの伯父の資産は、1997年に1093万9546フランに膨張
していた(48)。当時合衆国で盛上ったスイス銀行への集団訴訟から離れてこうした解決も行なわれ
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ていたのである。
　Ⅲ．絶滅政策
　「ドイツとその仲間は約600万のユダヤ人を殺した・・・ユダヤ人が蒙った物質的損害金額は80
億ドルを超えると想定される」。1945年アメリカユダヤ人協議会のＬ．リプスキーの言葉である。
そして世界大戦中にスイスは軍人104000、一時難民67000、児童60000、民間人51120（ユダヤ人
20000）、移住者10000、そして政治的難民250人を受入れた(49)。
　ドイツ語を話すスイス人（ドイチェシュヴァイツ）が全人口の７割にも達するスイスにおいて、
これまでの叙述からも明らかな様に、当国は凡ゆる分野で圧倒的にドイツの影響を受けた。とりわ
けキリスト教文化に彩られているドイツ人とスイス人、森と山の定住人には反ユダヤ人観が連綿と
して続いている。これは自らが早くから海外貿易に関わっていたオランダ人と著しく異っている。
　スイスにおける反ユダヤ主義の兆候は19世紀半から明らかであるが、20世紀初頭からは、ユダヤ
人のみではなく、言語と非定住性から差別されたロマ、シンティやイエニシュ人に対しても国内旅
行抑制が加えられた。ドイツにおいてもワイマール期からこれら少数流浪民族―ツィゴイネル―に
対する差別が行なわれ(50)、1933年には遺伝病的後世代阻止、1935年純アーリア化、ユダヤ、ロマ、
シンティ人との通婚禁止の帝国市民（ニュルンベルグ）法が制定された。これらは少数差別民族絶
滅政策の端緒であり、周知のように第三帝国が拡大発展するにつれて、当該地域での彼らに対する
差別、断種、追放、強制収容所における殺害も繰返され拡大された(51)。
　スイス国境目ざして激増する様々な難民（逃亡者）に対して連邦政府も国民も時期に応じて様々
な救助活動を行なう。ニュルンベルグ法成立の翌1936年、当国にはスイス難民救助センターＳＺＦ
が設置された。しかしながら1938年ドイツ・スイス難民問題交渉から連邦参事会はユダヤ系スイス
人の旅券に《Ｊ》捺印を実施し、前者も直ちにこれに倣った。同年のユダヤ人大迫害により多くの
難民がスイス国境に到着したが、入国は禁止された。1939年初頭に当参事会は全移住民に、旅券有
効性を認定する、査証（ビザ）義務を制定する。1942年８月に連邦司法警察局は「人種的理由のみ
による難民」の国境からの引離しを指示する。当指令対象難民は明らかにユダヤ人であり、出発地
への返還は死を意味した。同月末に当参事会員フォン・シュタイガーは「大量占拠に助けの小舟」
と発言して当国難民政策の厳格な実施を求める。「舟は満杯である」（ヘスラー）と例えられた認識
は国政に関わる人の共通見解ともなった(52)。公的或いは救助団体の手引きで入国した難民は当国
の収容所に入れられた。しかし東ヨーロッパで煙となった人々とは異なり、やがては自由の身に戻
れたのである(53)。難民受入れに協力したのはＳＺＦ加盟の18救助団体であり、1933―53年の活動
資金は１億193万3777フラン、その中でスイスユダヤ人救助連合会ＶＳJＦが6894万4347、スイス移
住児童救助会ＳＨＥＫが809万1023、カリタスが752万6889フランの多額を費やした(54)。合衆国が
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実施したヨーロッパ大陸国資産凍結（1941年６月）は、アメリカユダヤ人統一送金委員会ＡＪＪＤ
Ｃからの送金に依存するＶＳＪＦの活動を停滞させたが、ＳＮＢ更には連邦当局と合衆国財務省の
折衝により、漸く1943年末に懸案は解決されたのである(55)。
　上述した様にスイスには人道的救助活動で著名な赤十字国際委員会ＩＫＲＫが存在する。スイス
（殊にジュネーヴ出身）人を優先する閉鎖的なこの私立団体も、世界大戦の経過の中で連邦当局と
の関係を深め協調せざるをえない。当委員会の戦時救助活動基準は、1929年改訂の戦時捕虜に関す
るジュネーブ条約におかれた。当条約は中立国スイスの中立的救助団体ＩＫＲＫの権限を確認した
のである。そしてこの両者の関係は、一つには激増する戦時救助費をいかに充当するかに関わった。
合衆国赤十字社を除き交戦国赤十字社から当委員会への処金が漸減していく中で、連邦当局は、中
立法違反を懸念しながらも恒常的に処金を行なわざるをえない。1939―45年に連邦当局処金を筆頭
としたスイス諸企業、団体そして個人の寄付金によって、当委員会活動費の55％が充当されたので
ある。更に当国赤十字活動において特筆すべき事柄はスイス赤十字社ＳＲＫが難民の中の児童救助
を精力的に実施したことであろう。当大戦期中ＳＲＫはユダヤ人児童を差別しながらも６万人児童
の救助に従事したのである。こうした連邦当局と当委員会の不即不離の関係は、この二機関双方の
要職に就任した人々―例えばＥ．デアラーや後にはＭ．プチピエールの活動から醸成されたのであ
る(56)。
　14520（1943年）17906（1944年）そして10055（1945年）人と、戦局の変化とともに増減する民
間そしてその他の難民問題を、スイスの三言語圏の有力９新聞はどのように報道したのか。特徴的
なことはドイツ、オーストリアに接しているドイチェシュヴァイツの４紙では、世界大戦期中当問
題に関する記事量は圧倒的に少ない。これはスイス人が自国をあくまでも通過国とみなしたからで
あり、更に当問題についての没記事は難民の爾後の安全に必要と判断されたからである(57)。当大
戦期において殊に国境に殺到する難民処遇については、「国家理性と人間性」の間に、連邦議会批
判でみられたように、国政人と市民の感情と行動とに、懸隔が存在したことは事実である。これは
終戦後漸次解消されていった。
　ナチスにより大量に虐殺されたユダヤ人に比べて「語られざる」ロマ、シンティやイエニシュの
少数民族の世界大戦中の被害も少なくはない。これら非定住流浪民族はすでに1906年からスイスへ
の入国は抑制されていた。ワイマールドイツでも彼らに対する差別は「ツィゴイネル政策」として
実施された。ナチス期にこの迫害は決定的となり、優生学的判断による断種手術が、そして1938年
12月「ツィゴイネル疫病撲滅のため」「当人種除去のツィゴイネル問題規制」が通達される。当政
策はその後ユダヤ人対策、当人種問題の最終解決と軌を一にして展開された。アウシュヴィッツで
は20982人のツィゴイネルが煙と化し、オーストリアのロマ人の75％は殺された。しかもこれら人
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種の殺害数についての報告は少数かつ不正確で、犠牲者数は25万から150万人の幅を示している(58)。
　1944年８月25日Ａ．ラインハルトはドイツ領ウァルズートから暗がりに乗じてラインを渡ったが
スイス警察により逮捕される。事情聴取の結果密入国行為は彼がシンティ人であり断種を恐れ、収
容された病院を脱けだしたことが判明した。更に彼はスイス在住の母親に会うために渡河を試みた
ことを陳述した。警察当局は彼の入国を拒否し、彼はアルザス経由でドイツに送還され、ダイム
ラーベンツ工場で強制労働に従事し1945年３月ローテンフェルス収容所に送られる。彼は再び脱走
を試みたが同月30日に逮捕されＳＳのＫ．ハウガーにより（生埋刑と推定される）即刻死刑の判決、
執行がなされた。当ＳＳ士官は1960年までドイツ各地に潜伏し、1961年逮捕され、ラインハルト更
にはフランス戦時捕虜殺害の罪により７年の禁固刑が宣告された。これら少数流浪民族に対してス
イス国内旅行の許可が認められたのは漸く1972年である(59)。
　1940年５月ドイツ軍は中立国オランダに侵攻する。ウィルヘルミナ女王を先頭とする王国政府は
ロンドンに移り亡命政府を設置する。当国は帝国オランダ委員会（委員長はオーストリア人Ａ．ザ
イス・インクヴァルト）により統治される。当占領地域でも莫大な軍資金調達のためナチスは様々
な方法を使うが、ユダヤ人を抹殺しその資産を没収するために組合わされた手段が、交戦国双方の
民間人交換にユダヤ人を登場させ、更に彼らに有償出国を示唆することだった(60)。
　交換実施において、帰還希望の在外国ドイツ人と第三帝国からの出国希望外国人の数には、圧倒
的に前者が多いことが明らかになる。ナチス当局はこのため、更には資金創出の目的のためにも、
ユダヤ人を利用する。彼らの多くはオランダからベルゲンベルゼン強制収容所に移されていたが、
出国希望外国人とみなされる。出国用南米諸国の旅券或いはパレスチナ証明書はスイスから発送さ
れたが、ナチス当局がこれらを受取り、支払可能なユダヤ系オランダ人に販売した(61)。更に1942
年からスイスは、ナチス当局が行なうユダヤ人の自由権買取り Freikauf 身代金問題に巻込まれる。
ＳＳのヒムラーはヒトラーから「外国通貨による身代金」獲得の了解を取付けたのである。
　連合国側は、スイスを中心とするユダヤ系オランダ人出国のためのナチス当局の奸計を察知し、
それに関わった当国官僚そして銀行家約80人のブラックリストを作成した。これら仲介者の中でも
オランダ通貨委員会に出向していたＷ．ビュヒの行動は際立っている。彼は銀行家ユダヤ系オラン
ダ人ゲッツと共同して300―500万フランの出国資金により500―700人のユダヤ人脱出を企画した。
1943年末オランダ亡命政府も了承したスイス銀行からの融資金利用によるこの大胆な企画は結局連
合国側の反撥により実行されなかった(62)。
　オランダにおける自由権購買、身代金事件については実際の１/３と推定される387件（1940―45
年）が提示された。ナチス当局は当手段により約300万フラン（15万ドル）を収奪したと推定され
る(63)。脱出成功例は極端に少なかった。では脱出希望者と仲介人とはいかに接触したか。1942年
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ビュヒから出国可能が通告されたＪ．マイヤー家（５人）は彼に21万フラン相当のダイヤモンドと
ＳＢＣ預金中の５万フランを彼に託す。同じくファンエッソ家（男子２、女子２人）も20万フルデ
ン相当のダイヤモンドを彼に提供する。1943年４月22日両家族はアムステルダムを出発する。しか
しこの逃避行は「裸で狼群の中を行く」冒険だった。結局彼らはケルンで逮捕され強制収容所送り
となる。マイヤー家の男子２人とファンエッソ家の娘一人が生き残った。なおビュヒはマイヤー家
から35％の手数料を受領している(64)。
Ｄ．結語
　1938年４月１日スイス連邦会議は、生活必需品の国家的供給確保についての法を制定し、翌年８
月30日、ドイツ軍のポーランド侵攻を目前にして、国家防衛、中立維持についての法を制定し、
「統合的中立」維持の権限を全面的に連邦参事会に譲渡したのである(65)。当法によりスイスは同
年10月からドイツとフランスの、1941年からは合衆国の「保護供与国」Schutzmacht となり全方位
的中立国となった。こうした国際的緊急の中で当国はいかに行動したのか、ＵＥＫ業書はこの観点
に留意しながら、スイスはその地の利を存分に生かしながら存続した状況を描いた。
　近代世界における凡ゆる組織体の基本原則は「存続を目的として、特定基本法を認める人間が参
与しながら、組織内外政策を施行する有機的集団」と一応定義することができよう。これは国家に
こそあてはまる。ベルギー、ルクセンブルグ、オランダ、デンマルク、ノールウェーそしてフラン
スが怒濤の様なドイツ軍の攻撃に耐いえず悉く敗北し去った時期に、スイスこそ中立を維持しなが
ら存続することのできた数少ない国家の一つであった。当国中立政策は交戦国双方からの批判もも
のかわ成功したのである。「生存こそスイス人にとり最高の政策」であった(66)。確かに「どちらで
もない」地位は、いかに戦局が変化しようとも「どちらにもつく」ことが求められる極めて緊張の
高い地位であり、微妙な状況である。そして当国はこの状況を選び続けた。ＵＥＫ叢書は、自由抑
制国家はついには沈むというヨーロッパ史の潮流に棹さして、小舟ながらも沈むことなく航行した
乗組員と乗客の歴史書なのである。当叢書出現を契機として21世紀初頭において関係諸国がＥＣ共
同体的規模で当時期における夫々の行動史を「百科全書」的に作成することが求められよう。更に
外国からの当国への賠償要求への対応そして当叢書刊行への批判に対しても「オクレテモシナイヨ
リワマシ」Meglio tardi che fa niente と答えるだけであろう。即ち数万冊の文献、世界10ヶ国の公私
文書、資料そして博物館の資料を使い、個別企業史更には「歴史の中の個人」史を豊かに提供する
ことに成功した当叢書各著作にも、勿論真実 vérité に迫りえなかった恨み批判は起るであろう。で
きる限りこれに近づくことを希求していた、当委員会委員長ベルジールの次の言葉こそ本論文結語
そのものである。
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　「でも皆様、我々にはまた心せねばならぬ、受入れねばならぬ限界もあるのです。全ての努力に
よっても問題の全ては解決されません。即ち、客観的には多くの情報源が決定的に不足しているた
め、主観的にも、夫々の世代はそれ個有の光に合わせて問題を考えるからなのです。歴史の中で真
実、とりわけ一つで全てを満たす真実などありえません。そこには精々明晰 clarté があるだけで
しょう。でもこの明晰こそ我々が提示しようとするものです。このようにして我々は使命を達成し
ようと思うのです」(67)。
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